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   BAL administration cured anuria occurring in a 66-year-old man who was diagnosed 

as hepatorenal syndrome. 

   After the removal of a kidney, liver impairment similar to this clinical case was 

caused in rabbits by the same method as used by Imai and BAL was given to rabbits 
for diuresis which developed anuria. Patho-histological examination of the kidney was 

conducted with the following  results  : 

   1. In rabbits in which liver impairment was induced by removal of a kidney, chief 

lesions in the remaining kidney occurred in the approximate renal tubule and the distal 

renal tubule was filled with PAS-positive cylinders. 

   2. In rabbits where diuresis was produced by BAL administration, infarction occurred 
and PAS-positive cylinders disappeared from the distal renal  tubule .

緒 冒

先に我々は,25年 以前に腎結石のため左腎摘

出をされた66才男子の肝腎症候群 と考えられる

無尿症患者にBALを 使用して,救 急効果を挙

げ得た症例を報告 した1》

この臨床例をもとにして教室の今井2》は,実

験的に偏腎イエウサギに肝障碍を惹 起 せ しめ

て,臨 床例に類似した無尿状態を招来 した .

我々は,今 井 と同様な操作により招来 した肝

障碍性片腎 イエウサギの無尿例に対 し,BAL

を投与し,尿 量の改善をみたイエウサギの腎を

病理組織学的に検索 し,興 味ある所見を得たの

でこれを追加報告する.

実 験

実験動物:成 熟 白色 イエ ウサギ,体 重2.5kg前 後の

ものを,一 定 の食飼 で1ケ 月以上飼育 した後,実 験に

供 した.

実験方法:

1。1).腹 位に固定 した イエ ウサギの左側背部を剃

毛,消 毒後,第2腰 椎の高 さで,脊 柱 に平行 して約

2cm縦 に皮切を加え,筋 層を開いて,腹 膜外に腎に

到達 し,周 囲か ら剥離,腎 茎部及び尿管を切断,腎 を

摘出 した.

2).左 腎摘 出後,4週 間を経過 した イエ ウサギを臥

位に固定 し,腹 部 を剃毛 し,消 毒後,胸 骨下端 から正

中線上約4cmの 縦切開で皮膚及 び腹膜を開 き,肝 を

露 出 し,肝 の各葉に6%石 松子浮游生食水10ccを 数
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ヶ所 に分 割 注 射 した.6日 後 よ りBALを20mg/kg

1目1回,7日 間 に亘 り注 射 した.

∬.対 照

A).正 常 イ エ ウサ ギ

B).左 腎 摘 出後,4週 間 を 経 過 した イエ ウサ ギ の

肝各葉 に,6%石 松 子 浮游 生 食 水 を 注 射 した もの

C),左 腎 摘 出後,4週 間 を 経 過 した イ エ ウ サ ギ

に,BALを20mg/kg1日1回,7日 間 に 亘 り注 射

した もの

上記4種 の イ エ ウサ ギ の尿 量 を 遂 日的 に 測 定 し,実

験終 了後,剖 検,腎,肝 の 重 量,大 さの 測 定 を した

後,病 理組 織 学 的 検 索 を,hematoxylineosin,elas

ticavangieson,azan,sudanIII及 びPAS染 色

で行つ た.
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実験 成 績:

1.尿 量

a,正 常 イエ ウサ ギ10匹 に つ い て,尿 量 を4週 間測

定 した 所,1日 の総 排 尿 量 の 最 高310cc,最 低90cc,

平均185・)130ccで あ つ た,

b.イ エ ウサ ギ10匹 の 左 腎 を摘 出 した後,尿 量 を4

週間測 定 した 所,1日 の 総 排 尿 量 の 最 高295cc,最

低Occ,平 均165～110ccで あ り,左 腎摘 出 の影 響 に

よ り90cc以 下 の 尿量 を 示 した の は,術 後3日 目迄 で

あつた.

c.左 腎摘 出後,肝tze6e/・ 石 松子 浮 游 生 食水 を 注 射

した もの3匹 の排 尿 量 を 表1に 示 した.No.1は7日

目乏尿 に引 きつ づ き死 亡 し,NQ.2,3も それ ぞ れ7

日及び9日 間 に亘 る無,乏 尿がみ られたが,そ れぞれ

8日 及び10日 目に屠殺 して,病 理組織学的検索 を行つ

た.

d.左 腎 摘 出後,BAL投 与 を行 つ た5匹 の 排 尿 量

を表2に 示 した.左 腎摘 出後6日 聞 に於 け る尿量 の最

高260cc,最 低Occ,平 均160～135ccで,90cc以 下

の尿 量 を 示 した の は,術 後1日 のみ で あ つ た.ま た

BAL投 与 後 の 最 高280cc,最 低95cc,平 均205～

163ccで あ り,術 後31目 目に屠 殺 して,病 理 組 織 学 的

検 索 を 行 つ た.

表2

左腎摘 出後の排尿量cc

日

イ エ ウ

数

サギ

番号

1

2

3

4

5

6

4

140

200

120

250

140

190

5

0

220

95

205

130

180

6

180

145

210

140

150

130

ク

0

150

110

240

105

210

8

210

ユ45

260

120

130

230

表1

石松子浮游生食水注射後の排尿量cc

BAL注 射開始

7

8

9

10

イェ ウサギ

日 番 号

数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1

0

130

30

70

40

30

死

2 3

11

15

0

80

60

25

40

20

30

170

200

170

280

250

110

120

290

200

130

170

255

110

95

180

250

230

280

150

150

170

150

2工0

150

180

230

18G

205

170

150

270

190

170

40

60

20

0

剖 検

170

200

90

60

35

90

35

40

25

剖 検

e.左 腎摘 出後,肝 に6%石 松子浮游生食水 を注射

した ものに更にBAL投 与 を行つた もの5匹 の排尿量

を表3に 示 した,肝 え石松子 浮游生 食水注射後6日 間

に於ける尿量 の最高130cc,最 低Occ,平 均62～40cc,

全例に6日 間に亘 る乏,無 尿 を認めた.ま たBAL投

与 後の最高280cc,最 低Occ,平 均143～104ccで,

BAL投 与に よ り著明な尿量 の増加を示してい る.31

日目屠殺 して,病 理組 織学的検索を行つた.

2.実 験 イエ ウサギの腎,肝 の重量,大 さ:

左腎摘出後,肝 に石松子浮游生食水を注 射した イエ
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ず,近 接 しているグ リソソ氏鞘に細胆管の増 生を伴 つ

た少数の円形細胞浸潤 を認め る(図1)脂 肪変性 を

示す部はなかつた.

b右 腎:糸 球体,ボ ウマソ氏嚢には著 変は見 られ

ず,近 位尿細管上皮 の腫脹,変 性像あ り,一 部は殆ん

ど内腔の閉塞 している部 も認め られ る.皮 質 と髄質の

境いは充血が強 く,乳 頭部 は貧血状であ る.遠 位尿細

管では,硝 子様円柱が充満 している(図2,3)こ

れらの円柱はPAS陽 性であ る(図4)

ii)左 腎摘 出後,BAL投 与を行つた もの.

a肝=殆 んど正常であ るが,一 部に軽度 の出血 と

ヘモヂデ リソの沈着を認める.脂 肪 及び空 胞変性等は

認めなかつた.

b.右 腎:糸 球体の軽度の腫大 と欝血 及び近位尿細

管上皮に軽度 の腫脹 と混濁,な らびに一 部に僅か の脂

肪沈着を認めた.

iii)左 腎摘 出後,肝 に6%石 松子浮游生食水を注

射し,更 にBAL投 与 を行つた もの.

a.肝:i).a.と ほぼ同様な 所 見を 呈 している

が,一 部には軽度の脂肪変性をみ る.

b.右 腎=肉 眼的に も腎表面に10数 個 の粟粒大 の小

隔凹あ り(図5),こ れ に一 致して諸所 に著 明な梗塞

がみられる(図6)即 ち,こ の部では,糸 球体及び

近位尿細管 ともに著明な萎縮を示 し,こ の周囲に出血

と好酸球の浸潤が 目立つてい る.ま た血管 の栓塞及び

これに類似した所見をみ る.一 部ではネ フロンの構造

が保たれたまま,核 の不染性,ボ ウマン氏嚢 内の出

血,糸 球体の充血,尿 細管上皮の腫脹が存在す る.一

般に皮質では充血が強い.こ れ らの梗塞部 と正常組織

との境界は,可 成 り明瞭であ る.

その他の部では,近 位尿細 管の変化 は,腫 脹 を伴 う

変性像がみられ るが,一 般 に軽度 であつ た.た だ遠位

尿細管では,内 腔が拡大 して上皮 に殆 ん ど変化な く.

また円柱 もみられなかつた(図7)

総括並びに考按

無 尿症 の原 因 と分 類,並 び に 肝 腎 症 候 群 の 治

療 ・BALの 効 果 に就 否 は ・ 既 に 論 じ た1)

従 来,肝 腎 症候 群 の 腎 の 病 理 組 織 学 的 所 見 と

して報 告 され て い る もの は 一 定 して い な い

本 症 の 同 義 語 と して,acutetoxicnephro

sis,toxicnephritis,nephrosis,clinically

acutenephritisJ-acutehematogenousint

erstitialnephritis,extrarenalazotemia,
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acuteinterstitialnephritis,crushsyndr

Ome,CrUShanUria,traUmatiCanUria,

compressionsyndrome,10wernephron

nephrosis,hemoglobinuricnephrosis等

が 使 用 され る所 以 で あ る.

Herbut3)は 本 症 を,末 梢 血 管 のcollapseを

明 らか に伴 つ た或 は伴 わ な い,突 然 の或 は多 く

潜 行 性 に進 ん だ腎 機 能 の障 碍 に よ り特 徴 づ け ら

れ る臨 床 像 と尿 細 管 上 皮 の壊 死 に至 る迄 の段 階

の 病 変像 と定 義 して い る.

今 回 の 実 験 成 績 に つ い て顧 る と,無 尿 乃 至 乏

尿 を 招来 した イエ ウサ ギ に於 て は,左 腎 の 重

量,大 さが共 に右 腎 に勝 つ て い るの に反 して,

これ にBALを 投 与 し尿量 の改 善 を み た も の で

は,右 腎 の 重量,大 さが共 に左 腎 に勝 る と い う

反 対 の数 値 が 得 られ た.こ の こ とは,無 尿 乃 至

乏 尿 を 来 た した原 因 に対 し,こ れ を緩 寛 す る よ

うな 働 きをBALが 行 つ た もの と考 え られ る.

こ の間 の事 情 を 明 らか に す るた め に行 つ た病

理 組 織 学 的 所 見 で は,肝 に 於 て は,無 尿乃 至 乏

尿 を 来 た した イエ ウサ ギ とBAL投 与 に よ り尿

量 の 改善 を み た もの との問 に は,殆 ん ど有 意 の

差 が な か つ た.

一 方,腎 の 所 見 は,著 し くそ の様 相 を 異 に し

て い る.先 づ 無 尿 乃 至 乏 尿 を 来 た した 例 で は,

糸球 体,近 位 尿 細 管 の 変化 は,今 井2)の 記 載 と

ほ ぼ 一 致 す るが,遠 位 尿 細 管 で は,PAS陽 性

円 柱 が 充 満 してい る こ とが 特 異 で あつ た.こ れ

に反 して,無 尿乃 至 乏 尿 例 にBALを 投 与 した

もの で は,近 位 尿 細 管 の 変化 は前 者 とほ ぼ類 似

して い るが,多 数 の梗 塞 の 出現 と遠 位 尿 細 管 に

於 け る円 柱 の 消失 が 特 異 で あつ た.即 ち,BAL

の投 与 に よ り,梗 塞 の 出現 及 び 遠 位 尿 細 管 に存

在 して いた 円 柱 の消 失 を来 た した も の で あ る.

円柱 の 消失 は,尿 量 の改 善 に 関連 す ると思 わ

れ るが,梗 塞 の 発 生 に つ い て は 明 らか で な い.

加 納4》 は,イ エ ゥサ ギ にBAL,Salvarsan,

BAL十Salvarsanの3群 を 投 与 し,そ の 変 化

は,BALの み の もの は 肝 に強 く して,腎 に軽

度 で あ り,砒 素 のみ の もの は肝,腎 共 に 中 等

度,BAL十 砒 素 の もの は 腎 に 高 度 で ・ 肝 に軽

度 で あ つ た とい う そ してBALと 砒 素 の結 合
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したものは,腎 障碍を起すものと考えている.

このように考えられるとすればBAL投 与は無

尿乃至乏尿を来たす原因と関連 して,梗 塞を起

したのではないだろうか.

ここで我 々の経験した臨床例に就て再び考察

すると,BALを 投与することにより,利 尿及

びNPNの 正常値えの復帰をみたが,BAL投

与を中止すると4日 目から尿量の減少,NPN

の上昇を来たした.そ こでBAL投 与を再開す

ると翌 日から尿量の改善を得たが,こ の頃から

全身状態の悪化,血 圧の下降,心 音微弱,嗜 眠

状態があらわれてきた.こ の時,再 びNPNの

上昇をみたが,尿 量の減少はなかつた.こ こで

BAL投 与を中止し,強 力な肝,心 保護療法を

行い,一 般状態を恢復せしめた.

この経過からみると,BAL投 与により一時

腎機能の改善をみ,こ れを中止すると,再 度腎

機能不全の兆があらわれてきたのでBAL投 与

を再開した所,肝 機能は著しく阻害されたが,

一時的にしろ腎機能に好影響を与えたものと考

えられ,実 験例の無尿乃至乏尿群及び これ に

BALを 投与したもの,こ の両者の病理組織像

と併せ考えると,BAL投 与は,一 方では腎の

病変に好影響を与えたが,他 方あらたに腎に器

質的障碍を与えたものである.

今回の実験結果か らみて肝には器質的変化を

与えているから,こ れは論外にお くと,腎 の変

化は梗塞を除けば,機 能の恢復を暗 示 し て い

る・ただ梗塞を起した理由が,当 然BAL投 与

によると思われるから,よ り以上のBAL投 与

は,腎 機能の本質的な障碍をこの面から来たす

ものと思われる.

従来から腎,肝 両機能の密接な関係は,松

尾5)・ 水田6)の報告を始め,沢 山ある.肝 腎症

候群に対するBAL投 与の影響を充分熟知し,

肝,腎 機能に対する厳重な観察のもとに加療す

れば,重 篤な本症に対する一療法たり得 るもの

と推論したい

実験イエウサギの無尿乃至乏尿例では,近 位

尿細管の変化が強 く,遠 位尿細管の変化は円柱

のみであつた.

これは土屋等のが,異 型輸血腎の生検像と剖

検 像 を比 較 し て,Luck68)の10wernephron

nephrosisは 剖 検 所 見 か らは い え るが,最 初

か ら の変 化 は 主 部 で,10wernephronの 変化

はヘ モ グ ロ ビ ソ柱 に よ る二 次 的 変 化 と思 うとい

う意 見 と併 せ 考 え る と,我 々の 実 験例 も,主 病

変 は 今 井2)の 記 載 の 如 く,近 位 尿 細 管 で あ ると

思 う ま たBAL投 与 に よ り円 柱 の消 失 した こ

と は,こ れ に よ り尿 量 の改 善 が 得 られ た証 拠 で

あ る と考 え られ るが,近 位 尿 細 管 の変 化 ば,無

尿 乃 至 乏 尿 時 と殆 ん ど変 らな い こ とか ら,治 癒

えの 一 機 転 か も 知 れ な い.

今 井2)は,Farman等9)の 無 尿及 び乏 尿 の

pathogenesisの 分 類 を あ げ て,近 位 尿 細 管 の機

能 の 変 更 に よ る も の に 賛 成 し て い る.Herbut

3)も また 近 位 尿 細 管障 碍 を あ げ て い る.01iver

ゆ は,近 位 尿 細 管 の 機 能 に影 響 す る よ うな毒 物

に ょ るnephrotoxicnecrosisと 局 所 性 貧 血

に よ る細 尿 管 の瓦 解 を 数 え て い る.た だ高 井 等

ω は ,急 性 腎 不 全 の 自験 例 の 組 織 像 が,近 位 尿

細 管,糸 球 体 に も変 性 像 が 認 め られ るが,遠 隔

部 に も強 い こ とか らLuck68)の い うご と き所

見 で は な い が,10wernephronnephrosisと

して い る.渋 沢 等12)も,肝 腎 症 候 群 では,腎

の 変 化 はlowernephronnephrosisの それ

と同 一 の こ とが 多 い と し,Soykaの11例 中,

4例 に10wernephronnephrosisの あつ た

報 告 を引 用 し て い る.

結 論

実験的肝障碍性片腎イエウサギの無尿乃至乏

尿例にBALを 投与 して,尿 量の 改善をはか

り,そ の腎の病理組織学的検索を行つて次のよ

うな結果を得た.

1.実 験的肝障碍性片腎 イエウサギの,残 腎

の主要病変は近位尿細管にあり,遠 位尿細管に

はPAS陽 性円柱が充満 していた.

2.BAL投 与により尿量の改善を得たイエ

ウサギでは,梗 塞形成 と遠位尿細管のPAS陽

性円柱の消失をみた.

(恩師永田正夫教授の御指導と御校閲を感謝しま

す 本論文の要旨は第49回日本泌尿器科学会総会で発

表した)



文 献

水本 ・河西 ・平一無尿症 の研究

1)水 本龍 助他=泌 尿 紀 要,6=442,昭35.

2)今 井 勲=日 腎誌,2:575,昭35.

3)Herbut,P,A..UrologicalPathQlogy,

Lea&Febiger,Philadelphia,p.548,

1952.

4)加 納 魁 一 郎=日 皮 会誌,63:322,昭28.

5)松 尾 厳:臨}休 の 進歩,3:1,昭25;日 本 内

科 全書,7巻1冊,P.82;日 本 医 書 出版,

東 京 ・京 都,昭28.

933

6)水 田 信 夫 ・日 内 会 誌,21=129,昭8～9.

7)土 屋 文 雄 他:日 泌 尿 会 誌,42,337,昭26.

8)Luck6,C.B.;Milit.Surg.,99,371,1946.

9)Farrnan,RetalJ.UroL,65,177,

1951,

10)Oliver,J.eta1=J.Clin.Invest.,30,

1307,1951.

11)高 井 修 道 他:札 幌 医 誌,17,278,昭35.

12)渋 沢 喜 守 雄 他:無 尿 と 乏 尿,医 学 書 院,東

京 ・大 阪,1959.

灘 慧
礎:灘 馨

、灘

望
・ ノ 馬,

襲婆姦

図 1

ダ=一
リ ヲ サ コ ロ ロ

購 霧
ll＼:ゴ、終 綜ll:

図2

麟
図3

LeV

し 　 　 ワ ド も

さ鰹'1煽 ・'t二. -
t'd.、'

ロ
へ 　め く り 　 　 さ

1.照 ⊥ 、.∴.、』さ鴨1ご愚
,誘{搬 漁 壽 ∴二な

緩藩 畿
図4



934水 本 ・河 西 ・・平 一無 尿 症 の'研究

靭 「1碧欝野畠「'一 警

醗1
......._一...._.,..」_蝋.し 愉_._....___、 皿嬉

図5

簿縫驚灘
懸繍欝

図7

穣灘 難
レ 翻 繋 携 続.' 1鵡 謄轟襲

図6




